
大豆の需要動向は増加傾向にあり、将来的にも実需
者は国産大豆の取扱いを増加させたい意向があること
から、旺盛な需要に応えるためには、生産拡大と安定
した品質・収量の確保が重要です。
今般、第50回全国豆類経営改善共励会で島根県出雲

市の農事組合法人ふくどみが農林水産大臣賞を受賞し
たことを受け、中国・四国地域の大豆の生産性向上や
品質・収量の安定化に向けたセミナーを開催します。

令和４年10月17日(月) 14：00～17：15 場所：島根県出雲市

第１部：座学
(１)「大豆をめぐる情勢について」

農林水産省農産局穀物課豆類班 大豆係長 千葉 貴行

(２)国産大豆の需要について
リヨーコクシヨウジ株式会社 常務取締役 岡咲 裕之 氏

四国化工機株式会社食品事業企画管理室 調達グループ 課長 濱口 欣也 氏

(３)栽培技術紹介
「温暖地における大豆多収のための栽培技術」
国立研究開発法人農研機構西日本農業研究センター中山間営農研究領域
地域営農グループ 川崎 洋平 氏

「大豆作における難防除雑草の発生状況と防除技術の紹介」
同上 兼 植物防疫研究部門雑草防除研究領域 雑草防除グループ 浅見 秀則 氏

(４)「高品質・高収入の大豆生産に必要な技術の実践」
農事組合法人ふくどみ 理事（機械部長） 高橋 智和 氏

(５)質疑応答

第２部：現地学習
(６)「現地学習～農事組合法人ふくどみで活用している機械や技術～」

農事組合法人ふくどみ 理事（機械部長） 高橋 智和 氏
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